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ンやPathogenesis Related （PR） protein等の防御タンパク質が蓄積する等の病害防御反応が起こる。
現在までに、IIa型のWRKY 型転写因子WRKY62は、イネにおいてサリチル酸経路により発現を誘導され、


































               審   査   の   要   旨 
 
 本学位論文は、イネに大きな被害をもたらすいもち病などの病害と冠水による水害に対するイネの耐
性機構を制御する転写因子WRKY62に関するものである。自然界では、植物は様々なストレスにさらされ
ている。限られたリソースでそれらのストレスに対応するため、その時々で最も深刻なストレスに対す
る応答を優先させる遺伝プログラムを植物は有していると考えられる。本研究は、WRKY62がWRKY45その
他の転写因子とヘテロダイマーを形成することにより、病害と水害に対する応答のスイッチングにおい
てキーとなる役割を担うことを明らかにしたもので、リソースのトレードオフの分子機構をクリアに解
明したものである。 
 平成２８年１月２２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
